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東
日
本
大
震
災
の
発
生
後

か
ら
、
被
災
地
で
医
療
支
援

な
ど
に
当
た
っ
て
い
る
国
際

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
」
（
本

部
目
‥
岡
山
市
）
の
背
反
茂
代

表
に
被
災
地
の
現
状
な
ど
を

聞
い
た
。
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―
支
援
の
内
容
は
。

　
菅
波
茂
代
表
　
震
災
発
生

直
後
、
宮
城
県
仙
台
市
の
宮

城
野
と
南
三
陸
町
、
岩
手
県

釜
石
市
と
大
槌
町
に
医
療
チ

ー
ム
を
派
遣
し
、
避
難
所
で

の
診
療
や
巡
回
診
療
を
展
開

し
た
。
ま
た
、
岡
山
か
ら
医

薬
品
や
衛
生
用
品
、
食
料
品

な
ど
を
７
使
の
ト
ラ
ッ
ク
で

　
菅
波
沿
岸
部
の
病
院
や

開
業
医
の
診
療
所
が
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害
を
受
け
、
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診
療
を
行
う
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
そ
の
も
の
が

な
く
な
っ
た
。
避
難
所
で
の

診
療
が
中
心
に
な
っ
た
が
、

生
活
の
場
と
医
療
の
場
が
一

緒
に
な
る
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
が
難
し
い
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
や
心
電
図
な
ど
の
設
備

も
な
く
、
医
療
行
為
も
限
ら

れ
た
も
の
に
な
る
。
ま
た
、

継
続
し
た
薬
の
提
供
が
で
き

生
活
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
運
営
を
且
且

ＡＭＤＡグループ代表

ＮＰＯ法人アムダ理事長
，すがなみ　　　しげる
　　菅波　茂瓦

ず
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣

病
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
人

も
い
た
。
加
え
て
、
も
と
も

と
医
療
過
疎
地
域
だ
っ
た
た

め
、
医
師
Ｔ
入
の
負
担
も
栢

当
、
大
き
か
っ
た
。

　
―
－
震
災
直
後
、
ガ
ソ
リ

ン
が
不
足
し
た
被
災
地
で
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
活
躍

し
た
と
い
う
が
。

　
菅
波
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
岡
山

県
総
社
市
の
片
岡
聡
一
市
長

に
貸
し
出
し
を
お
願
い
し
、

３
月
1
9
日
に
「
ア
イ
・
ミ
ー

ブ
」
２
台
が
釜
石
市
に
届
け

ら
れ
た
。
―
回
の
充
電
で
１

７
０
♂
の
走
行
が
可
能
で
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
や
必
要
な
物

　
‘
　
　

資
を
運
ぶ
の
に
大

現
地
に
ガ
ソ
リ
ン
が
な
か
っ

た
た
め
、
釜
石
市
か
ら
２
時

間
半
以
上
も
離
れ
た
給
油
所

で
毎
朝
ガ
ソ
リ
ン
を
補
給
し

て
い
た
が
、
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
は

釜
石
市
で
充
電
が
で
き
た
。

大
幅
な
移
動
時
間
の
短
縮
に

つ
な
が
り
、
孤
立
し
た
集
落

な
ど
へ
の
巡
回
診
療
に
役
立

っ
た
。

　
―
－
・
被
災
地
で
感
じ
た
こ

と
は
。

　
菅
波
　
町
内
会
な
ど
の
方

々
が
献
身
的
に
避
難
所
の
世

話
を
さ
れ
て
お
り
、
感
動
し

た
。
当
然
、
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
。
し
か
し
、
被
災

者
は
地
震
発
生
か
ら
３
日
も

た
て
ば
、
当
面
の
生
活
資
金

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
例
・
・

え
ば
避
難
所
の
運
営
を
す
る

被
災
者
を
自
治
体
の
臨
時
職

員
と
し
て
採
用
す
る
な
ど

で
、
生
活
資
金
を
支
給
す
る

と
い
っ
た
仕
組
み
が
あ
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
被
災
者
は
弱
者
だ
。
被
災

者
に
さ
ら
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
と
思

う
。
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